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評価結果の総合所見 

本課題は、自動車軽量化の基幹を成す超ハイテン材特有の破壊挙動の予測技術を開発し、実験技

術と組み合わせた製品としての実用性を実証するものである。 

当初の目標は全て達成し、次の研究開発フェーズ移行に必要な優れた成果が得られた。イノベーシ

ョン創出が大いに期待できる。 

スポット溶接を含む超ハイテン材を対象に、可視化を含む計測技術とフェーズフィールド法による解

析技術を組み合わせて亀裂の進展に関する解析技術を開発し、汎用 FEM への実装を完了して中核

技術構築に目途をつけたことは、高く評価できる。 

今後は、超ハイテン材の破壊挙動予測技術の実製品開発への適用を進めるとともに、デジタルツイ

ンの実現に向けたさらなる展開にも期待したい。 

以上 


